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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】折り畳み翼の玩具ヘリコプターを提供する。
【解決手段】折り畳み翼の玩具ヘリコプターは、本体１
と、翼構造２とを有する玩具ヘリコプターであり、当該
本体１の内部に制御部が設けられ、当該本体１の外側に
は電源スイッチと、充電口とを有し、当該翼構造２は、
軸２１と、翼組とを有し、当該翼組は当該軸２１と連接
する少なくとも一つの翼のロータヘッド２２１と、当該
翼のロータヘッド２２１の両側に別々に相対して設けら
れる少なくとも二つの第一位置決め部品２２２と、二つ
の当該第一位置決め部品２２２に別々に枢設される少な
くとも二つの翼２２３と、当該翼のロータヘッド２２１
と連接する少なくとも一つのバランスバーのロータヘッ
ド２２４と、当該バランスバーのロータヘッド２２４の
両側に別々に相対して枢設されるバランスバー２２５と
を有する。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
本体と、翼構造とを有する玩具ヘリコプターであり、
当該本体の内部に制御部が設けられ、当該本体の外側には当該制御部と電気的に連接され
る電源スイッチと、当該制御部と電気的に連接される充電口とを有し、
当該翼構造は、一端が当該本体内に設けられ、且つ当該制御部で回転するようになる軸と
、当該軸に設けられる翼組とを有し、
当該翼組は当該軸と連接する少なくとも一つの翼のロータヘッドと、当該翼のロータヘッ
ドの両側に別々に相対して設けられる少なくとも二つの第一位置決め部品と、二つの当該
第一位置決め部品に別々に枢設される少なくとも二つの翼と、当該翼のロータヘッドと連
接する少なくとも一つのバランスバーのロータヘッドと、当該バランスバーのロータヘッ
ドの両側に別々に相対して枢設されるバランスバーとを有し、
当該玩具ヘリコプターを使用しない場合に、当該翼の一端が下向きにされ、且つ当該軸と
水平になるようにされ、また使用する場合に、当該翼が引き上げられて当該軸と互いに垂
直になるようにされ、且つ当該第一位置決め部品で当該翼の枢接位置に当該軸は容易に回
転するように位置決めされていることを特徴とする折り畳み翼の玩具ヘリコプター。
【請求項２】
前記バランスバーのロータヘッドが前記バランスバーの一端と枢接される位置に、さらに
当該バランスバーが引き上げられる場合に位置決めするための第二位置決め部品が設けら
れることを特徴とする請求項1に記載の折り畳み翼の玩具ヘリコプター。
【請求項３】
前記本体の底面に、さらに前記制御部と電気的に連接し、且つ下の障害物を感知し、当該
本体を前記翼構造の回転で飛べさせることができる少なくとも一つのセンサーが設けられ
ることを特徴とする請求項1に記載の折り畳み翼の玩具ヘリコプター。
【請求項４】
前記玩具ヘリコプターはさらにコントローラーを有し、前記電源スイッチは入る場合に、
当該コントローラーが当該玩具ヘリコプターを遠隔操作するように前記制御部と無線接続
されることを特徴とする請求項1に記載の折り畳み翼の玩具ヘリコプター。
 
 
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、折り畳み翼の玩具ヘリコプターを関し、特に飛行玩具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
多数の人は自らに飛行機を操縦できないので、飛行玩具がたくさんあり、最も古い飛行玩
具である竹とんぼから始め、今にコントローラーで操縦できるラジコン飛行機に進化し、
そしてラジコン飛行機が構造及び空気力学によって、さらにラジコンヘリコプター及びラ
ジコン飛行機に分類される。
【０００３】
ラジコンヘリコプターを例にとして、垂直に昇降したり、浮遊したり、前後左右のいずれ
の方向に飛べたりすることができるが、操縦することが複雑であるので、業者はある感応
玩具ヘリコプターを開発し、それは造形物(例えばフィギュアなど)の上部にプロペラを設
け、下部にセンサーを設ける玩具であり、電源を入れてプロペラが回転し始めた後に、感
応玩具ヘリコプターは飛行中に障害物を感応した場合に、空中に浮遊することを保持でき
る機能がある。
【０００４】
現在の玩具ヘリコプターのプロペラは、軸に少なくとも一対の翼が設けられて形成され、
しかし、翼と軸は互いに垂直になり、且つ固定状態であり、もし地上に落ちたら、損壊の
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可能性が大きく、そして使用しない場合に収納空間を占めるので、もし翼が軸と枢接する
よう設けられると、使用しない場合に折り畳まれることで、損壊の可能性が大幅に低くな
る。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
そこで、上述した問題を解決し、翼を折り畳むことができる玩具ヘリコプターを提供する
ことは本考案の課題になる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
本考案は翼を折り畳むことができることで、使用しなくて収納する場合に損壊の可能性が
低くなる折り畳み翼の玩具ヘリコプターを提供することを目的とする。
【０００７】
前記問題点を解決でき、上記目的を達成するために、本考案の折り畳み翼の玩具ヘリコプ
ターは、本体と、翼構造とを有する玩具ヘリコプターであり、当該本体の内部に制御部が
設けられ、当該本体の外側には当該制御部と電気的に連接される電源スイッチと、当該制
御部と電気的に連接される充電口とを有し、当該翼構造は、一端が当該本体内に設けられ
、且つ当該制御部で回転するようになる軸と、当該軸に設けられる翼組とを有し、当該翼
組は当該軸と連接する少なくとも一つの翼のロータヘッドと、当該翼のロータヘッドの両
側に別々に相対して設けられる少なくとも二つの第一位置決め部品と、二つの当該第一位
置決め部品に別々に枢設される少なくとも二つの翼と、当該翼のロータヘッドと連接する
少なくとも一つのバランスバーのロータヘッドと、当該バランスバーのロータヘッドの両
側に別々に相対して枢設されるバランスバーとを有し、当該玩具ヘリコプターを使用しな
い場合に、当該翼の一端が下向きにされ、且つ当該軸と水平になるようにされ、また使用
する場合に、当該翼が引き上げられて当該軸と互いに垂直になるようにされ、且つ当該第
一位置決め部品で当該翼の枢接位置に当該軸は容易に回転するように位置決めされる。
【０００８】
前記バランスバーのロータヘッドが前記バランスバーの一端と枢接される位置に、さらに
当該バランスバーが引き上げられる場合に位置決めするための第二位置決め部品が設けら
れることが好ましい。
【０００９】
前記本体の底面に、さらに前記制御部と電気的に連接し、且つ下の障害物を感知し、当該
本体を前記翼構造の回転で飛べさせることができる少なくとも一つのセンサーが設けられ
ることが好ましい。
【００１０】
前記玩具ヘリコプターはさらにコントローラーを有し、前記電源スイッチは入る場合に、
当該コントローラーが当該玩具ヘリコプターを遠隔操作するように前記制御部と無線接続
されることが好ましい。
【考案の効果】
【００１１】
本考案は、従来の技術と比べて、次に列挙する効果がある。
【００１２】
1. 本考案の翼構造が軸及び翼組で形成され、そして翼組の翼及びバランスバーが上下に
引くために枢接して設けられ、且つ使用する場合に、翼の枢接する一端及びバランスバー
の枢接する一端が第一位置決め部品及び第二位置決め部品で別々に位置決めされることで
軸は容易に回転するようになり、また使用しない場合に、翼及びバランスバーを折り畳む
ことで、収納空間を占めなく、且つ損壊する可能性が大幅に低くなる。
【００１３】
2. 本考案の玩具ヘリコプターの本体はセンサーを有することで、下に障害物がある場合
に玩具ヘリコプターは空中に浮遊することを保持することができる。また、本考案もコン
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トローラーと配合して、玩具ヘリコプターを遠隔操作するように実施することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】：本考案を示す斜視図
【図２】：本考案のもう一つの視角を示す斜視図
【図３】：本考案を示す斜視分解図
【図４】：本考案の翼の引き上げる状態を示す斜視図
【考案を実施するための形態】
【００１５】
以下、本考案の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１６】
図1乃至図3に示すように、本考案の折り畳み翼の玩具ヘリコプターは、本体1と、翼構造2
とを有する玩具ヘリコプター100であり、
当該本体1の内部に制御部11が設けられ、当該本体1の外側には当該制御部11と電気的に連
接される電源スイッチ12と、当該制御部11と電気的に連接される充電口13とを有し、
当該翼構造2は、一端が当該本体1内に設けられ、且つ当該制御部11で回転するようになる
軸21と、当該軸21に設けられる翼組22とを有し、
当該翼組22は当該軸21と連接する少なくとも一つの翼のロータヘッド221と、当該翼のロ
ータヘッド221の両側に別々に相対して設けられる少なくとも二つの第一位置決め部品222
と、二つの当該第一位置決め部品222に別々に枢設される少なくとも二つの翼223と、当該
翼のロータヘッド221と連接する少なくとも一つのバランスバーのロータヘッド224と、当
該バランスバーのロータヘッド224の両側に別々に相対して枢設されるバランスバー225と
を有し、
当該玩具ヘリコプター100を使用しない場合に、当該翼223の一端が下向きにされ、且つ当
該軸21と水平になるようにされ、また使用する場合に、当該翼223が引き上げられて当該
軸21と互いに垂直になるようにされ、且つ当該第一位置決め部品222で当該翼223の枢接位
置に当該軸21は容易に回転するように位置決めされる。
【００１７】
前記バランスバーのロータヘッド224が前記バランスバー225の一端と枢接される位置に、
さらに当該バランスバー225が引き上げられる場合に位置決めするための第二位置決め部
品226が設けられる。
【００１８】
前記本体1及び前記翼構造2で組み立てられるヘリコプター100の前記翼構造2が前記軸21及
び前記翼組22で形成され、当該翼組22の前記翼223及び前記バランスバー225が容易に上下
に引かれるように枢接して設けられ、且つ使用する場合に、図4に示すように、当該翼223
が当該軸21と互いに垂直にされるように引き上げられ、前記第一位置決め部品222で当該
翼223の枢接する一端が位置決められ、且つ当該バランスバー225の枢接する一端が前記第
二位置決め部品226で位置決めされることで、当該翼及び当該バランスバー225が下に落ち
ないようになり、当該軸21は容易に回転するようになり、また使用しない場合に、当該翼
223及び当該バランスバー225を折り畳むことで、収納空間を占めなく、且つ損壊する可能
性が大幅に低くなる。
【００１９】
前記本体1の底面に、さらに前記制御部11と電気的に連接し、且つ下の障害物を感知し、
当該本体1を前記翼構造2の回転で飛べさせることができる少なくとも一つのセンサー14が
設けられる。
【００２０】
前記玩具ヘリコプター100はさらにコントローラー3を有し、前記電源スイッチ12は入る場
合に、当該コントローラー3が当該玩具ヘリコプター100を遠隔操作するように前記制御部
11と無線接続される。
【００２１】
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また、図2に示すように、上述した設計がある前記玩具ヘリコプター100の前記本体1が、
さらに前記センサー14を有し、前記充電口13でフル充電した後に電源を入れることで、下
に障害物があることを感知した場合に、当該玩具ヘリコプター100は空中に浮遊すること
を保持することができ、また、本考案も前記コントローラー3と配合して当該玩具ヘリコ
プター100を遠隔操作するように実施することができる。
【００２２】
なお、図面に示す前記本体1の形は本考案の唯一の形ではなく、図1に示すフィギュアの形
以外に、ヘリコプターなどの形もあるので、本考案の形が多様化であり、図面に示す形に
制限されない。
【００２３】
以上の実施の形態は、本考案の構造と、特徴及び作用効果を説明するために用いられるも
のであり、それを以って、本考案の実用新案登録請求の範囲が制限されることは無く、本
考案の思想を逸脱することなく種々の改造やそれと同じ置き換えを行っても、それはすべ
て本考案の範囲に含まれるものである。
【符号の説明】
【００２４】
   1　   本体　
　 11　   制御部　
   12    電源スイッチ　
   13    充電口　  
   14　   センサー　 
   2　   翼構造　
   21　   軸
   22    翼組　
   221   翼のロータヘッド
   222   第一位置決め部品
   223   翼
   224   バランスバーのロータヘッド
   225   バランスバー
   226   第二位置決め部品
   3　   コントローラー
   100   玩具ヘリコプター
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